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産業：
通信

次世代のソリューションでネットワークの
需要に応える

エグゼクティブサマリー
AT&Tとエリクソンは、通信業界の増大

するデータ需要に対応し、エネルギー効
率目標を達成するために、ネットワーク
最新化の取り組みに着手しました。

140億ドルのこの契約は、エリクソンの
先進技術を活用して高性能でエネルギー
効率が高い持続可能なネットワークを構
築し、増大するデータ需要に対応し、顧
客体験を向上させるインフラ進化のため
の包括的な戦略を確立するものです。	

主なコンポーネントには、それぞれア
ジリティ、効率、エネルギー最適化の
向上に貢献する、マルチバンド無線機、
Open RAN（Open Radio Access Network）
テクノロジー、および高度なソフトウェア
が含まれています。

さらにサプライチェーンと物流の合理化
により、年間約 23,000トンの CO2排出
量を回避し、通信業界の性能、効率、持
続可能性の新たなベンチマークを確立し
ました。

課題
ネットワークのトランスフォーメーションで
進化する顧客の要求に対応
通信業界は、シームレスで大容量の接続
を求める顧客を前に、前例のない課題に直
面しています。エリクソンモビリティレポート
によると、北米のモバイルデータトラフィック
は 2019年から 2024年の間に 2倍以上に
増加しました。AT&Tのような通信事業者は、
この増加に応えて競争力のあるサービス品
質を維持するために、インフラを継続的に刷
新する必要があります。

2023年、AT&Tはエリクソンと大型の技
術契約を締結することで、この市場の現実
に対応しました。増大する顧客の要求に応
えるよう設計された次世代のハードウェアプ
ラットフォームと革新的なソフトウェア機能の
実装を中心とした今回の 140億ドルの投資
により、AT&Tのネットワークの進化が加速
しました。

1	 https://prod-cms.gsmaintelligence.com/research-file-download?reportId=50361&assetId=7667
2	 Going green: benchmarking the energy efficiency of mobile networks (second edition)

包括的な最新化の取り組みは、顧客体
験の向上以外にも複数のビジネス上の要
請、特にネットワーク運用コストに関する重
大な運用上の課題に対応しました。GSMA
（Global System for Mobile Communications 

Association）の報告によると、エネルギー
コストは通信事業者の総運用経費の 15〜
20%を占めており、ネットワークの拡大に
伴ってその割合は増加すると予測されていま
す 1。GSMAの他の調査によると、RAN（Radio 
Access Network）とコアネットワークに伴う
データセンターは、モバイルネットワークが
使用するエネルギーの 90%以上を消費して
おり、エネルギー効率は通信事業者のネット
ワークトランスフォーメーション戦略にとって
重要な要素となっています 2。

実績まとめ
 
目標：
ネットワークインフラと運用を変革し
て、増大するデータ需要と運用要件に
対応しつつエネルギー効率上の利益を
実現

方法： 
•	 高性能でエネルギー効率の高い無
線技術でネットワークを最新化

•	 Open RANとCloud RANを導入して
ネットワーク機能と柔軟性を強化

•	 運用効率を高めるマルチバンド無線
統合の実装

•	 物流とサプライチェーンを最適化し
て展開を合理化
•	 包括的な最新化の一環として循環
型経済への取り組みを確立

実績：
ネットワークの変革が、新しいマル
チバンド無線機、オープンでプログラ
マブルなネットワーク、高度なソフト
ウェア機能の導入により、性能の向上
を実現 
•	 ネットワーク容量を増やし、データ
伝送のエネルギー効率を 10%Wh/
GB高め、2024年に 96%増加した
5Gトラフィックをサポート

•	 最初に交換されたサイトでは、レガ
シー構成からのアップグレードによ
り、電力効率が最大 20%向上
•	 ソフトウェア機能によりエネルギー効
率が向上し、2024年には年間 2,800 
万ドルの節約を実現

•	 設備改修によりCO2排出量を4,900
トン削減

「今回の最新化は、より効率
的なテクノロジーと運用でネッ
トワークのトランスフォーメー
ションを加速し、結果的にお
客様に利益をもたらすことを
目的としています」
AT&T技術運用・ビジネスサプライチェーン担当

バイスプレジデント
マイク・ワトソン（Mike Watson）氏

2024年には 5Gトラフィックの
96%増加をサポートしながらネッ
トワーク容量を増加させデータ伝
送のエネルギー効率を向上させ
た。

https://prod-cms.gsmaintelligence.com/research-file-download?reportId=50361&assetId=7667
https://www.gsmaintelligence.com/research/research-file-download?id=60621137&file=300621-Going-Green-efficiency-mobile.pdf
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5Gテクノロジーの急速な導入により、モ
バイルデータの需要が劇増しています。この
需要の急増に応えて、AT&Tはネットワーク
のエネルギー効率と持続可能性を向上させ
ると同時に、高性能ネットワークを提供する
ことに注力しています。ネットワークのエネ
ルギー消費対策は AT&Tの持続可能性戦略
の根幹であり、運用効率向上とインフラの刷
新は、顧客が期待する優れたネットワーク
性能を維持しながら、発生源で排出量を削
減するための重要な取り組みとして機能しま
す。

AT&T は  米 国  EPA  （ E n v i r o n m e n t a l      
P r o t e c t i o n   A g e n c y ） の  Green   Power    
Partnership  National  Top  100にランクイン 
しており、ネットワーク効率化の取り組みに
再生可能エネルギーの調達を統合して運用
コストを削減するとともに、2035年までに
グローバルでカーボンニュートラルを達成す
るというコミットメントを推進しています 3。
今回の戦略的連携は、通信事業者が業績

と持続可能性を同時に向上させる方法を示
しています。

ビジネス上の主な課題
•	 お客様が求める高速化、低遅延性、一貫
した信頼性を備えたネットワークを実現す
る
•	 ネットワーク容量を拡張し、モバイルデー
タ消費の急激な増加をサポートする
•	 インフラを最新化して Open RANとCloud 

RANの実装を実現する
•	 高度な無線プラットフォームを導入し、ス
ペクトル効率とネットワーク性能を向上す
る
•	 運用コスト、特に平均で通信事業者の運
用コストの15〜20%を占めるエネルギー
支出を制御する 4

•	 展開プロセスを合理化してイノベーション
を加速し、市場投入時間を短縮する

3	 https://www.epa.gov/greenpower/green-power-partnership-national-top-100 及び https://sustainability.att.com/priority-topics/climate-change-ghg
4 及び 5  GSMA Intelligence Telco AI: State of the Market, Q2 2024
6	 https://sustainability.att.com/priority-topics/energy-management

戦略的連携によるネットワークのリーダー
シップ構築

AT&Tとエリクソンの戦略的協業は、ネッ
トワークトランスフォーメーションにおける基
本的なビジネス上の課題に対応します。こ
の協力関係を通じ、ネットワーク運用コスト
の最大 45%を占めるエネルギー費用を含む
運用コストを最適化しつつネットワーク機能
を強化する、包括的な最新化プログラムが
提供されます 5。

「エネルギー効率は今回のトラ
ンスフォーメーションの重要な
焦点です。エリクソンは前世
代よりも 20%効率の高い次
世代ハードウェアとトラフィッ
クが少ないときに無線機の電
源を切る高度なソフトウェアを
組み合わせて提供します」
エリクソングローバルカスタマーユニットAT&T担当

副社長兼 CTO

ポール・チャロナー（Paul Challoner）

運用エクセレンスを目指すインフラ最新化
AT&Tの巨大な事業規模は、独自のビジ
ネス上の課題とイノベーションの機会を生み
出しています。AT&Tは、127のベンダーが
納入する、サムドライブから 9フィートの機
器エンクロージャに至る 3,100の異なるアイ
テムを含む340万のユニットを年間で処理す
るという、複雑な物流ネットワークを管理し
ています。この多岐にわたる在庫には、110
万平方フィートの主配送センターと500,000
平方フィートの二次施設全体を使った専門
的な対応が必要です。

AT&Tのインフラ最新化の取り組みでは、
先進的な技術と機器の統合を通じてこの複
雑さに対処しています。シングルバンド無線
機をデュアルバンド無線機およびトライバン
ド無線機に置き換えることで、ネットワーク
のアーキテクチャーを変革することが、この

取り組みの基盤となります。

取り組みの基盤となります。この統合により、
設置及び保守手順の簡素化、必要な鉄塔の
スペース要件の軽減、ネットワークのエネル
ギー性能の確保、全体的な運用コストの削
減など、複数の事業上のメリットがもたらさ
れます。

この最新化プロジェクトの結果は、AT&T
の他の取り組みとともに、ビジネスに大きな
影響を及ぼしたことを示しています。ネット
ワーク上で運ばれた1ペタバイトのトラフィッ
ク当たりのエネルギー消費が減っていること
がその証拠です6。標準化により運用コスト削
減のみならず保守の複雑さが軽減され、サー
ビスコールが最小限に抑えられ、ネットワー
ク全体の信頼性が向上しました。これらは
すべて、競争力のあるサービス品質を維持
し、運用コストを制御するための重要な要
素です。

これらの最新化の成果は、AT&Tの包括
的な技術トランスフォーメーションのための
強力な基盤を確立しました。AT&Tとエリク
ソンはこうした初期の成功に基づいて、運用
リソースを最適化しながら一貫した性能向上
を実現し、ネットワーク全体の機能強化を実
装するための構造化されたアプローチを開
発しました。

「AT&Tの最新化戦略は、お客
様にふさわしい優れたネット
ワーク体験を提供することを
目的としています。次世代の
テクノロジーとインフラの展開
により運用効率を向上させな
がら、容量、カバレッジ、性
能を高めています」

AT&T東部地域ネットワーク
有線・無線アクセス建設エンジニアリング

担当バイスプレジデント
トッド・ぜイラー（Todd Zeiler）氏

https://www.epa.gov/greenpower/green-power-partnership-national-top-100
https://sustainability.att.com/priority-topics/climate-change-ghg
https://data.gsmaintelligence.com/api-web/v2/research-file-download?id=88244468&file=060924-Telco-AI.pdf
https://sustainability.att.com/priority-topics/energy-management
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ソリューション
ネットワークの最新化がビジネスの成長と
効率化を推進
ネットワークの最新化により、AT&Tは運
用性能を向上させながら、進化する市場の
要求を満たすことができます。AT&Tはエリ
クソンとの協力を通じて、ネットワーク運用
を最適化しながら顧客体験を向上させる最
先端技術を導入しています。

「AT&Tの最新化の取り組み
は、5G SAネットワークを 2
年間加速すると同時に、世界
で最もオープンでプログラマブ
ルなネットワークを展開するこ
とです。自動化された無線最
適化機能により、さらなる効
率向上がもたらされます」

AT&T東部地域ネットワーク
有線・無線アクセス建設エンジニアリング

担当バイスプレジデント
トッド・ぜイラー（Todd Zeiler）氏

この提携の革新的なソリューションには
ORAN（Open Radio Access Network）テク
ノロジーによる AT&Tの全国ネットワークの
最新化も含まれており、これがネットワーク
の柔軟性とベンダーの選択肢を増大させて
います。この最新化の取り組みの一環として
重要な運用上のイノベーションには、機器
試験の効率化に貢献する CLAT（Cloud Log 
Analyzer Tool）があります。CLAT導入前は、
不良品として現場から返却された無線ユニッ
トの 30〜 40%には実際には故障が見られ
ず、不要な輸送および処理コストが発生して
いました。現在フォートワースとセントルイス

の施設に導入されている CLATシステムは、
出荷前に 12%のユニットで実際の障害を特
定しておりコストを大幅に削減し、機器の納
期短縮を達成しました。

ハードウェアとソフトウェアのイノベーショ
ンにより、AT&Tのネットワーク性能目標は
さらに向上しています。新しい無線プラット
フォームによりトラフィック容量が大幅に増
加すると共に、スループットの向上、カバレッ
ジの改善、信号品質の向上が可能となりま
した。これらのソリューションは rApps （RAN 
Applications）とAIによるインテリジェント
な自動化を活用し、実際の使用パターンに
基づいてネットワークのパラメーターを大幅
に調整します。Cloud RANアーキテクチャー
により、新しい機能や能力の迅速な展開が
可能になっています。

高度な無線技術が競争上の優位を実現
AT&Tの包括的なネットワーク最新化で
は、従来型の他ベンダー製無線機をエリク
ソンの最新の Open RAN互換の機器に置き
換えます。PSE（Power Savings Efficiency）
の測定を見ると、エリクソンの機器に代替さ
れたサイトは従来の構成よりも最大で 20%
効率的に稼働し、性能が大幅に向上してい
ます。

最新のモバイル技術には、実際の使用パ
ターンに基づいてネットワーク運用を自動的
に調整するインテリジェント電力管理システ
ムが含まれています。これらの機能により、
ピーク時にも充分な性能が保証される一方
で、トラフィックが少ない時間帯には省電力
モードが起動されます。この方法で消費電
力を最小限に抑えながらネットワークの応答
性を最大化し、一貫したサービス品質を保
証します。エリクソンのモニタリングシステム

は、効果を追跡し、実際の使用パターンに
基づいて適切な調整を行う上で有用です。

マルチバンド無線統合により効率を最大化
最新化の取り組みは、データトラフィッ

ク容量の増加、運用コストの大幅な削減、
CO2排出量削減を通じて、複数のビジネス
上のメリットをもたらします。AT&Tのネット
ワーク上で稼働する次世代のエリクソンシリ
コンは、デジタルフロントエンド処理を実行
し、提供される新しいハードウェアを改善し
ています。エリクソンシリコンは柔軟性、容
量、無線性能、エネルギー効率を高めま
す。前世代よりもエネルギー効率を高める
ことを目指すエリクソンシリコンは、最適化
されたフォームファクターでマッシブMIMO
（Multiple-Input, Multiple- Output）ポートフォ
リオの急速な進化を実現しています。

Massive MIMO技術がトラフィックの増加を
サポート

MIMO無線機は、高度なサービス性能要
件を効果的に満たし、運用効率を維持しな
がらトラフィック需要をサポートします。2台
の 64TシングルバンドAAS無線機を 64T
デュアルバンド無線機に刷新することで消費
電力を 22〜 25%削減し、全体的なエネル
ギー効率を最大で 23%向上させることがで
きます。この技術的進化は、戦略的に機器
をアップグレードすることで、AT&Tの運用効
率目標をサポートしながら容量の強化を実
現し、全体的なエネルギー効率を最大 23%
向上できることを実証しています。

データは、これらの技術進歩のビジネス
上の価値を明らかにしています。AT&Tは
2024年にネットワークの最新化を開始し、
エリクソンのソリューションを使ってエネル
ギー効率を向上させると同時に、96%増加
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した 5Gネットワークのデータ量に対応して
います。

「Massive MIMOはネットワー
クへの容量追加に役立つ重
要な 5Gテクノロジーです。
AT&Tのデータ要件は年々高
まっており、Massive MIMOは
エネルギー効率の高い方法
でそれに対処するのに有用で
す。」
エリクソングローバルカスタマーユニットAT&T担当

副社長兼 CTO

ポール・チャロナー（Paul Challoner）

適切なテクノロジーの選択がネットワー
ク最新化の土台となりますが、これらのソ
リューションを何千ものサイトに効率的に展
開するには、洗練された計画が必要です。
AT&Tとエリクソンは、テクノロジーへの投
資を最大化するには、実装戦略においても
同等の革新が必要であることを認識していま
した。

精密な計画が最新化を加速
精密な準備は、導入コストを削減し、

AT&Tの最新化タイムラインを加速すること
で、計測可能なビジネス上の価値をもたら
します。エリクソンの Site Digital Twinは、
計画の誤り、サイト再訪、機器の修理に伴
う高額なコストに対応する取り組みです。ド
ローンを使って塔や屋上にあるネットワーク
資産の高解像度画像を取得し、物理インフ
ラの正確な仮想レプリカを生成します。これ
らのデジタルモデルは、古くなりがちなドキュ
メントの代わりに現場の状態に関する正確
かつ最新の情報をエンジニアに提供します。

こうして正確な現場情報を事前に提供す
ることで、測定や修理目的の現場訪問の発
生を予防し、構成の不一致による機器の返
品を回避し、既存のインフラの使用を最適化
します。トラックロールを回避するたびに時
間と人件費が削減され、プロジェクトのスケ
ジュールが短縮されます。

 環境への影響も同様に重要です。GHG
プロトコルの輸送排出量計算ツールを使っ
た計算によると、AT&Tはエリクソンの Site 
Digital Twinソリューションにより、不要な
現地訪問を拠点ごとに推定で 2回減らすこ
とで、年間約 2,900メトリックトンの CO2排
出を回避しています。この削減は、1年間で
680台の乗用車を路上からなくすことに相当
し、精密な計画がいかにビジネス価値と環
境価値の両方をもたらすかを示しています 7。

7及び8  Greenhouse Gas Equivalencies Calculator

サイトのデジタル化による新たな運用改善
の機会が依然として見出されており、文書
化された情報が AT&Tとエリクソンの協力に
よって進められている新たな取り組みの基盤
となっています。こうしたデータドリブンのネッ
トワーク計画への取り組みにより、AT&Tは
インフラへの投資を最適化しながら、より迅
速に市場の需要に対応することができます。

サプライチェーンの最適化でネットワーク展
開を加速

AT&Tとエリクソンの物流への取り組みは、
業務効率を向上させながら、迅速なネット
ワーク最新化をサポートしています。両社に
よる包括的なバンドルシステムは、現場設置
用のすべての機器を専用パレットにパッケー
ジ化し、設置開始前に一度にコンポーネン
トが到着するようにするものです。これによ
り導入効率が最大化され、コストを発生さ
せる遅延が最小限に抑えられます。両社は、
建設ベンダーの倉庫に直接出荷することで
プロセスをさらに合理化し、AT&Tの CSSL
（Critical Spares Staging Locations）によって
中間ルートをなくしました。この直接モデル
により、輸送時間が短縮され、処理コスト
が削減され、導入スケジュールが短縮され
ます。

ローカルでの修理能力は、機器のダウン
タイムを低減して運用のレジリエンスを強化
します。修理能力をマレーシアの修理拠点
から北米のセンターへ移したことで修理の所
要時間が大幅に短縮され、ネットワークのダ
ウンタイムが最小限に抑えられ、予備在庫
の必要性が減りました。現在は推定で 2,200
トンの製品が、米国とマレーシア間の往復
8,920マイルの飛行距離を移動する代わりに
現地で修理されており、この現地化により、
年間で輸送に伴う約 19,740トンの CO2排出

量が削減されます。現地での修理による節
約に加えて、地元の建設業者への出荷によ
り、延べ 260,000マイルの大型トラック輸送
を回避することで、年間 323トンの CO2排
出量がさらに削減されます。これらのサプラ
イチェーンの最適化は、運用効率を向上さ
せつつ、環境面で大きな利益をもたらしてい
ます 8。

補完的な改善として、さまざまな機器タイ
プに適応する柔軟な内部コンポーネントを
備えた標準化されたパッケージにより、倉庫
の稼働率と輸送効率の両方が向上していま
す。

https://www.epa.gov/energy/greenhouse-gas-equivalencies-calculator
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戦略的協業が業界のリーダーシップを促進
AT&Tとエリクソンの協業は、継続的なイ

ノベーションのためのフレームワークを確立
しつつ、測定可能なビジネス上の成果をも
たらしています。両社の協力的な取り組みは、
コスト削減、性能向上、顧客体験の向上と
いった即時の運用上のメリットと、将来の市
場機会に向けた戦略的位置取りが組み合わ
されています。実現された年間運用コストの
削減は、この最新化が AT&Tの競争力にも
たらす長期的なビジネス価値の始まりにすぎ
ません。

「協業によってエコシステム内
の全員をまとめることで、こ
れまで見たことのないモデル
ができたと思います。私たち
は共に、より良いバリュースト
リームを推進するために、真
の意味で成長しています。ネッ
トワーク運用が効率化すれ
ば、持続可能性は自然に備
わってきます」
AT&T技術運用・ビジネスサプライチェーン担当

バイスプレジデント
マイク・ワトソン（Mike Watson）氏

現在進行中の優先的な取り組みには、
Open RANテクノロジー、クラウドRAN展
開、AIによる高度な自動化を含む包括的な
インフラ最新化プロジェクトがあります。ロー
ドマップには、CLATなどの診断機能の拡張、
クラウドネイティブアーキテクチャーの実装、
AIドリブンの最適化の活用が含まれていま
す。この体系的な取り組みは、高度なテク
ノロジーの導入が運用エクセレンスを損なう
のではなく、強化することを実証しています。

「私たちはかつて、ネットワー
クについて単に容量とカバ
レッジの観点から考えていま
した。将来の最高のネットワー
クは高い性能、エネルギー効
率、持続可能性が関わるもの
で、それは新しい考え方です」
エリクソングローバルカスタマーユニットAT&T担当

副社長兼 CTO
ポール・チャロナー（Paul Challoner）

AT&Tとエリクソンは、革新的なテクノロ
ジーと運用の再検討を通じて、通信インフラ
を変革し、将来に向けて卓越したネットワー
ク性能と運用効率の両方を実現するための
実践的な道筋を示しています。両社の協力
は、戦略的協業がビジネスのトランスフォー
メーションを加速すると同時に、両当事者が
市場においてリーダーシップを発揮し続ける
方法を明らかにしています。

主な統計

•	 初期のサイト分析によると 最新化に
より消費電力を最大 22〜 25%節
減

•	 最新化された計画と物流により 以下
を含む 22,963トンの CO2排出量削
減 :
	– エリクソンの Site Digital Twinソ
リューションにより2,900トンを削
減し、1拠点あたり2回の現場訪
問を削減
	– 建設ベンダーの倉庫への直接出
荷により323トンの発生を回避
	– 修理をマレーシアから北米のセン
ターに移すことで 19,740トンの発
生を回避

•	 最適化された用地計画と物流によ
り、1年間で 5,360台以上の乗用車
を道路からなくすことに相当する年
間約 260万マイルの輸送を削減 9  

9  Greenhouse Gas Equivalencies Calculator

https://www.epa.gov/energy/greenhouse-gas-equivalencies-calculator
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